（様式例）

肉用牛の生産性向上に関する計画（兼コスト分析書）
都道府県名　　　　　　　
番号　　　　　　　　　　
（１）生産者集団等の概要
	名　称
	住　所
	代表者氏名

	生産者集団等：
	
	



（２）生産者集団等の肉用牛繁殖経営の生産性向上に関する計画
	肉用牛繁殖経営の生産性向上計画における取得する施設等の位置付け



（３）管理利用者（管理利用者名：　　　　　　　　　　　　　）の概要
	経営形態
	☐：個人経営　　　　☐：法人経営

	肉用牛経営の種類
	☐：繁殖経営　　　　☐：繁殖肥育一貫経営

	労働力状況
	　　　 人　　　

	経営耕地面積
	農用地合計	　　　　　　　 ha
（うち採草地	　　　　　　　 ha）
（うち放牧地	　　　　　　　 ha）

	飼養頭数
※うち当該施設の頭数はかっこ書きすること。
	【年次】
	【飼養牛区分】

	
	
	繁殖雌牛
	子牛
	肥育牛

	
	前年
	頭
	頭
	

	
	現在(当年)
	頭
	頭
	頭

	
	　年後(計画年)
	頭
	頭
	

	管理利用者の
生産性向上計画
	【計画の項目】
	【現状（当初）数値】
	【　年後数値】

	
	

	
	

	
	生産者集団等の生産性向上計画に対する位置付け（計画達成のための施設整備の必要性等（既存の設備との差、達成の方策、その他）






（４）整備又は機器機材の導入等を行う施設（牛舎）の概要
	施設（牛舎）住所
	（市区町村まで）

	施設（牛舎）概要
	建築
（既存/新築/改造）
	構造
（木造/パイプハウス/鉄筋）
	全体床面積
（----㎡）
	飼養牛区分
（繁殖/育成/繁殖育成）

	
	
	
	
	



（５）整備する牛舎及び導入する機器資材の概要
	簡易牛舎又
は機器資材
	製品名
（又は型番）
	貸付け等の形式
	整備面積
及び数量
	事業費
（税抜）（千円）
	事業費単価（税抜）
（千円/単位）
	1頭当たり面積
（㎡/頭）
	備考

	
	
	
	数値
	単位
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	



（注）   １　事業費及び単価は、税抜の金額を記載すること。
２　貸付け等の形式の欄は、生産者集団等による貸付け若しくは貸付けなし（50万円未満の暑熱・寒冷資材に限る。）又はリース活用を記載すること。
３　遮熱塗料、石灰及び断熱屋根材等については、数量（㎏、缶等）と整備面積（㎡）をいずれも記載すること。
４　簡易牛舎又は改造に必要な資材の場合は、1頭当たり面積を記載すること。（その他機器等は記載不要）
５　牛舎く体等を別途、別事業又は自費等で対応する場合には、備考欄にその旨を記載すること。
６　必要に応じて備考欄に積算根拠等詳細を記載すること。（巻上カーテンの面積等）

（参考）	 １　物品ごとの補助額（経営体全体）の上限
→換気扇（インバーター含む）1,000千円、細霧装置1,000千円、子牛用ヒーター700千円
２　簡易牛舎及び改造に必要な資材の上限㎡単価
→簡易牛舎35千円（特認40千円）、改造に必要な資材10千円
３　簡易牛舎及び改造に必要な資材の1頭当たり面積
→繁殖雌牛15㎡以下、育成牛3㎡以下


（６）添付資料
　①この事業で整備する牛舎の図面（平面図及び立面図）、取得する機器資材の配置図
②この事業で整備する牛舎、取得する機器資材の事業費の積算資料、カタログ
③この事業で整備する牛舎、取得する機器資材の管理利用規程案、貸付契約書案（モデル案で可）
④この事業で整備する牛舎、取得する機器資材の規模決定根拠資料

